
SWI テラヘルツ分光計

SWI テラヘルツ分光計は、巨大惑星木星のガリレオ衛星のガニメデ・エウロパ・

およびカリストの大気成分や地表面構造を観測することにより、ハビタビリティの

可能性を議論します。 また、木星中層大気の化学と気象、および大気と磁気圏の

カップリング プロセスを調べます。

また、NICTは、観測データの解釈にとり鍵となる非局所的テラヘルツ電

磁波伝搬モデルや、氷衛星の表面物性を推定するための散乱放射伝達モ

デルを世界に先駆けて独自に開発し、世界の研究を牽引しています。

SWI はテラヘルツ波ヘテロダイン分光計 (スペクトル分解能107)約 520 

µm (530 GHz – 625 GHz) および 250 µm (1080 – 1275 GHz) 

の波長範囲のスペクトルを測定します。

SWIはドイツを中心に世界５カ国が一体となり開発しました。

測器では日本は主にアンテナとその駆動系を担当しました。
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SWI detection limits for different molecules

https://www.mps.mpg.de/planetary-science/juice-swi
https://www2.nict.go.jp/ttrc/thz-sensing/ja/projects/

